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緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
中
学
校
給
食
基
本
計
画
に
つ
い
て

問　
現
在
の
計
画
で
は
１
日
当
た
り
の

最
大
調
理
食
数
を
４
５
０
０
食
と
し
て

い
る
が
、
事
業
開
始
か
ら
10
年
後
に
は

生
徒
数
が
千
人
程
度
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
20
年
の
事
業
期
間
で
安

定
的
な
給
食
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に

は
施
設
の
有
効
活
用
が
必
要
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ま
ず
は
中
学
校
給
食
の
専
用
施
設

と
し
て
安
全
・
安
心
を
確
保
し
な
が
ら
、

給
食
事
業
を
確
実
に
運
営
し
た
い
。
そ

の
上
で
受
注
希
望
者
か
ら
の
提
案
な
ど

が
あ
れ
ば
適
切
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
中
学
校
給
食
事
業
は
69
億
円
の

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
調
理
食
数
が
減
っ

て
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
同
じ
で
あ

る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

あ
ら
か
じ
め
調
理
食
数
の
減
少
に
つ
い

て
の
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

二
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
に
向

け
て
の
支
援
に
つ
い
て

問　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
や
む
を
得
ず

運
転
を
続
け
る
高
齢
者
に
は
、
運
転
免

市内小学校での給食の様子

教育委員会が発行する振り返りプリント

市民の安全・安心につながる
行政サービスの確保を

塩貝橋付近の下水道工事の様子

良好な都市環境の確保につながる
生産緑地の保全を

　一般質問は、６月13日、14日、17日の３
日間行われ、18人の議員が登壇しました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議論が
展開されました。
　一般質問は、３面・４面・５面にも掲載され
ています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）

一 般 質 問

生
徒
た
ち
が
喜
ぶ

中
学
校
完
全
給
食
の
実
現
を

許
証
の
返
納
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
と
し
て

独
自
の
支
援
を
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
県
内
で
の
支
援
の

動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

要
望　
タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
や
ペ
ダ
ル

の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
購
入
に
対
す

る
補
助
な
ど
独
自
に
支
援
を
実
施
す
る

自
治
体
も
あ
り
、
本
市
独
自
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

生
産
緑
地
の
減
少
を
抑
制
し

快
適
な
都
市
空
間
の
保
全
を

自
民
・
新
政
　
　
　
髙
橋
　
照
雄

一
　
都
市
農
地
の
保
全
・
創
出
に
つ
い

て問　
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
面
積
要

件
の
緩
和
が
可
能
と
な
っ
た
生
産
緑
地

に
つ
い
て
、
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
の

今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
定
か
ら
30
年
が
経
過
す
る
生
産

緑
地
は
令
和
４
年
以
降
減
少
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
※
特
定
生
産
緑
地
の
活
用

に
よ
り
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
。
面
積
要

件
の
緩
和
も
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

要
望　
生
産
緑
地
の
指
定
解
除
は
地
域

経
済
に
混
乱
を
与
え
か
ね
な
い
。
生
産

緑
地
を
減
少
さ
せ
な
い
よ
う
、
条
例
制

定
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二
　
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
犯
罪
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る

東
海
大
学
前
駅
南
口
広
場
へ
の
交
番
移

転
に
つ
い
て
、
県
や
県
警
本
部
な
ど
と

協
議
を
重
ね
て
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
30
年
８
月
に
移
転
に
つ
い
て
、

12
月
に
は
予
算
確
保
に
係
る
要
望
書
を

県
知
事
に
提
出
し
た
。
引
き
続
き
要
望

活
動
を
実
施
し
、
移
転
の
早
期
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

問　
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
学
校

業
務
改
善
方
針
に
基
づ
く
、
教
職
員
の

負
担
軽
減
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
部
活
動
休
養
日

の
設
定
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校

業
務
改
善
推
進
検
討
会
を
設
置
し
、
学

校
現
場
と
一
体
と
な
り
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

人
口
減
少
の
速
度
を
緩
や
か
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
よ

創
秦
ク
ラ
ブ
　
　
　
谷
　
　
和
雄

一
　
交
番
の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て

問　
先
般
、
県
警
が
県
内
の
交
番
な
ど

を
10
年
か
け
て
70
カ
所
ほ
ど
削
減
す
る

計
画
を
策
定
し
た
が
、
交
番
な
ど
の
削

減
に
よ
る
本
市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

ま
た
、
「
交
番
な
ど
」
の
中
に
、
警
察

官
が
常
駐
す
る
駐
在
所
は
含
ま
れ
る
か
。

答　
本
市
に
は
交
番
７
カ
所
、
駐
在
所

７
カ
所
、
警
備
派
出
所
１
カ
所
が
あ
る

が
、
現
時
点
で
、
市
内
に
対
象
施
設
が

あ
る
か
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
交
番
な
ど
」
の
中
に
駐
在
所
も
含
ま

れ
る
が
、
駐
在
所
の
積
極
的
な
統
合
は

し
な
い
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

要
望　
交
番
以
外
に
も
、
人
口
減
少
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
統
廃
合
が
あ
る
が
、

こ
の
判
断
基
準
に
お
い
て
は
、
人
口
割

合
に
応
じ
た
考
え
方
が
参
考
と
な
る
。

本
市
の
人
口
減
少
の
速
度
を
で
き
る
だ

け
緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
、
市
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。
企
業
誘
致
や
医
療
環
境

の
整
備
な
ど
、
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ほ
し
い
。

二
　
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
取
り
組
み
状
況
と
中
学
校
給
食
へ

の
農
産
物
の
活
用
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
現
在
は
直
売
所
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、

地
場
産
品
を
小
学
校
給
食
に
活
用
し
て

お
り
、
中
学
校
給
食
に
も
供
給
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

要
望　
１
日
当
た
り
最
大
４
５
０
０
食

が
必
要
と
な
る
中
学
校
給
食
へ
の
食
材

の
提
供
は
、
営
農
者
に
と
っ
て
販
路
の

拡
大
、
営
農
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

保
護
者
が
購
入
す
る
学
校
指
定
の

副
教
材
を
全
廃
せ
よ

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
副
教
材
に
つ
い
て

問　
小
・
中
学
校
で
使
う
副
教
材
の
保

護
者
負
担
額
は
、
学
校
や
学
年
間
で
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
年
額

で
小
学
校
の
最
高
は
、
上
小
学
校
５
年

生
で
７
６
３
０
円
、
最
低
は
末
広
小
学

校
１
年
生
の
２
３
６
０
円
、
中
学
校
の

最
高
は
、
南
中
学
校
１
年
生
で
８
６
６

６
円
、
最
低
は
本
町
中
学
校
３
年
生
の

３
０
３
０
円
で
あ
っ
た
。
上
小
学
校
５

年
生
の
負
担
額
は
、
そ
の
年
度
の
就
学

援
助
の
学
用
品
費
の
約
66
％
に
な
る
。

最
近
の
教
科
書
は
内
容
が
充
実
し
て
い

て
練
習
問
題
も
多
い
。
ま
た
、
本
市
の

教
育
委
員
会
は
独
自
に
「
振
り
返
り
プ

リ
ン
ト
」
を
発
行
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
貧
困
が
問
題
化
し
て
い
る
今
、
市
販

の
副
教
材
を
全
廃
し
て
は
ど
う
か
。

答　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
重
要
な
現

状
も
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

改
め
て
校
長
会
な
ど
と
連
携
し
て
副
教

材
の
選
定
や
使
用
状
況
を
注
視
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
教

育
水
準
の
改
善
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

二
　
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

要
望　
沖
縄
県
で
は
、
就
学
援
助
受
給

有
資
格
世
帯
の
約
半
分
し
か
申
請
を
出

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
理
由
は
、
制
度
を

知
ら
な
い
こ
と
や
周
囲
の
目
が
気
に
な

っ
て
利
用
し
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
本
市
の
デ
ー

タ
か
ら
は
、
有
資
格
世
帯
は
ほ
ぼ
申
請

し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
こ
と
が

想
像
で
き
る
が
、
保
護
者
の
時
間
的
な

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
手
続
き
の
簡
素

化
や
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
申
請
を

可
能
と
す
る
仕
組
み
を
要
望
す
る
。

鶴
巻
地
区
浸
水
対
策
事
業
の

十
分
な
説
明
を

自
民
・
新
政
　
　
　
今
井
　
　
実

一
　
鶴
巻
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
度
か
ら
鶴
巻
地
区
の
浸

水
対
策
の
水
路
整
備
が
始
ま
り
、
整
備

も
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
き
た
が
、
効

果
検
証
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
１
時
間
に
52
・
５
㍉
の
降
雨
時
は
、

一
部
工
事
中
箇
所
に
お
け
る
道
路
冠
水

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
は
浸
水
は
な

か
っ
た
。
大
雨
時
、
整
備
し
た
箇
所
の

雨
水
排
除
の
状
況
に
つ
い
て
パ
ト
ロ
ー

ル
調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

事
業
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

問　
時
間
雨
量
50
㍉
に
対
応
可
能
な
整

備
と
の
こ
と
だ
が
、
50
㍉
以
上
の
大
雨

に
お
け
る
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
地
域
住
民
に
は
、
事
業
の
検
証
結

果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
時
間
雨
量

50
㍉
を
超
え
た
場
合
は
避
難
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。

要
望　
地
域
住
民
へ
の
説
明
時
に
は
、

ど
こ
か
ら
水
が
出
て
流
れ
る
の
か
な
ど
、

確
実
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

丁
寧
な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

二
　
事
業
系
ご
み
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て

問　
一
般
廃
棄
物
の
回
収
を
収
集
運
搬

業
許
可
業
者
に
委
託
し
て
い
る
事
業
者

は
９
５
５
社
と
の
こ
と
だ
が
、
委
託
し

な
い
事
業
者
の
把
握
は
ど
う
か
。

答　
収
集
作
業
員
や
市
民
か
ら
の
情
報

に
よ
り
、
実
態
把
握
を
し
て
い
る
。

要
望　
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
へ
の
委

託
の
有
無
で
事
業
者
を
差
別
化
す
る
な

ど
、
廃
棄
物
収
集
を
委
託
す
る
事
業
者

を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

議長公務（４月～６月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議会
ホームページで公開しています。 阿蘇 佳一 議長
○４月
 ２日 （火） 秦野パサデナ友好協会2019年度定期総会

（副議長代理出席）
 ６日 （土） 広畑ふれあい塾開講20周年記念行事開会式典
 21日 （日） 第63回秦野丹沢まつり山開き式
 27日 （土） 第12回秦野市植樹祭
○５月
 11日 （土） 令和元年度秦野市自治会連合会定期総会
 24日 （金） 神奈川県市議会議長会第202回定例会（副議

長同席）
 25日 （土） 第44回秦野市商工まつり
 29日 （水） 第85回関東市議会議長会定期総会
○６月
 １日 （土） 秦野市・諏訪市姉妹都市締結35周年記念親

善訪問リレーマラソン結団式
 10日 （月） 全国温泉所在都市議会議長協議会第48回総

会（副議長代理出席）
 11日 （火） 全国市議会議長会第95回定期総会
 30日 （日） 第15回秦野市消防団消防操法競技会

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

※特定生産緑地…所有者などの意向をもとに市が「特定生産緑地」として指定でき、生産緑地の指定から30年経過した後に、買い取り申し出ができる期間と税制上の特例措置が10年延長される制度用語解説


